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心
身０１

心,

10月10日は「体育の日」です。

この日は「スポーツにしたし承、

健康な心身をつちかう」とうたわ

れています。日ごろの運動不足を

再認識するよい機会です。

たとえば朝、体操をするとか出

勤時を早めて駅までのバス利用を

やめて歩いてゑるなど、心がけれ

ば自分にふさわしい運動不足は解

消できます。お子さんの服装もで

きるだけ薄着にさせて、戸外の気
温に対する抵抗力をつけさせるの

も今が一番よい季節です。

また、車で郊外や薄紅葉の溌谷

などへおでかけのご家庭でも、あ

る場所についたら自分の足で自然

の中を歩くことをプランのなかに

入れておきたし､ものです。

小さなお子さんと遊園地へ出か

けるかたは、観覧車などお金を出

して乗る遊びより、秋の日をから

だ一杯にあびて秋草などを摘むこ

とを第一の目的にしたし、もので

す。
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洲
第
三
回
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

岬
九
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

恥
こ
の
議
会
の
第
一
日
目
、
鈴
木
市
長
は
、
昭
和
四
十
八
年
度

叩

Ｍ
市
政
経
過
と
現
況
の
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

岬
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

福
祉
：
六
月
十
一
日
オ
ー
プ

ン
し
た
老
人
い
こ
い
の
家
「
こ

と
ぶ
き
荘
」
の
利
用
状
況
は
八

月
末
現
在
、
二
八
件
一
、
六
○

六
人
が
利
用
し
毎
月
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
な
ど

に
対
す
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
で

実
施
し
て
い
ま
す
。柵瀧蕊

蕊
道
路
舗
装
工
事
進
む

昭
和
四
十
八
年
度
上
半
期

市
政
の
経
過
と
現
況
を
報
告

悪
臭
は
常
時
観
測
に

公
害
対
策
．
：
七
月
一
日
よ
り

悪
臭
防
止
の
地
域
指
定
を
受
け

規
制
基
準
が
定
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
監
視
、
測
定
の
仕
事

が
県
知
事
か
ら
市
長
に
移
さ
れ

た
の
で
、
十
月
か
ら
常
時
観
測

体
制
に
入
れ
る
よ
う
準
備
中
で

す
。
教
育
・
・
・
松
岡
小
屋
内
運
動
場

新
築
事
業
は
、
八
月
末
現
在
六第二回定例市議会

○
・
〈
１
セ
ン
ト
の
進
捗
率
で
、

十
月
二
十
日
完
成
を
目
標
に
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
小
の
特
別
教
室
は
、
八
月

末
竣
工
届
が
提
出
さ
れ
た
の
で

間
も
な
く
学
校
に
引
き
渡
さ
れ

ま
す
。
市
民
体
育
館
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
基
本
設
計
内
容
の
検
討

が
終
り
実
施
設
計
中
で
す
。

建
設
・
・
・
道
路
舗
装
工
事
は
、

延
長
七
、
二
六
八
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
完
成
が
三
、
一
二
二
メ
ー

ト
ル
で
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
進

捗
率
で
す
。
道
路
改
良
工
事
は

市
道
六
○
号
線
（
駒
木
原
）
ほ

か
六
路
線
に
つ
い
て
、
測
量
設

計
と
あ
わ
せ
用
地
の
交
渉
中
で

す
。
失
業
対
策
：
年
間
の
就
労
延

人
員
三
二
、
九
八
八
人
を
労
働

省
の
認
可
を
得
て
、
現
在
計
画

ど
お
り
側
溝
新
設
工
事
、
道
路

補
修
工
事
、
清
掃
事
業
を
実
施

中
で
す
。

都
市
計
画
・
高
萩
市
都
市
計

画
、
用
途
地
域
と
都
市
計
画
道

路
の
変
更
に
つ
い
て
、
本
定
例

議
会
に
提
案
し
ま
し
た
・

高
浜
排
水
路
改
良
工
事
は
現

在
進
行
中
で
す
が
、
第
二
工
区

に
つ
い
て
用
地
関
係
の
確
認
と

設
計
の
た
め
に
、
河
川
と
の
関

連
工
法
な
ど
の
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

駒
木
原
児
童
公
園
施
設
整
備

事
業
は
、
関
係
地
主
の
ご
協
力

を
得
て
、
国
の
補
助
事
業
と
し

て
の
一
連
の
手
続
き
を
行
な
い

事
業
認
可
、
補
助
内
示
を
待
っ

て
入
札
す
る
考
え
で
す
。

松
久
保
工
業
用
地
Ｃ
区
画
に

つ
い
て
は
、
工
業
再
配
置
産
炭

地
域
振
興
公
団
が
公
募
し
た
と

こ
ろ
、
数
社
の
申
し
込
み
が
あ

り
県
、
公
団
と
共
に
じ
ゅ
う
ぶ

ん
検
討
し
た
結
果
「
永
谷
園
本

舗
」
本
社
東
京
都
港
区
に
決
定

赤
浜
に
田
園
都
市
建
設

農
林
：
・
柳
沢
林
道
開
設
事
業
決
定
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
八
月
九
日
地
主
の
承
水
道
建
設
’
・
本
年
度
が
最
終

諾
得
ま
し
た
の
で
、
目
下
国
有
年
度
に
あ
た
り
、
年
度
内
工
事

地
貸
付
と
保
安
林
解
除
の
認
可
を
完
成
す
る
た
め
努
力
し
て
い

な
ど
の
接
渉
中
で
、
十
一
月
上
ま
す
。
主
な
建
設
工
事
は
配
水

旬
に
着
工
の
予
定
で
す
。
施
設
で
、
工
事
請
負
費
一
億
八

長
沢
林
道
事
業
も
用
地
取
得
二
九
○
万
円
の
内
契
約
済
額
八

承
諾
さ
れ
、
保
安
林
解
除
に
つ
九
五
四
万
円
、
未
契
約
分
に
つ

い
て
林
野
庁
で
審
査
中
で
す
。
い
て
は
近
々
工
事
発
注
の
予
定

土
地
改
良
事
業
十
五
ヵ
所
、
で
す
。
進
捗
状
況
は
、
本
年
度

事
業
費
一
、
四
五
六
万
円
に
つ
分
二
○
。
〈
－
セ
ン
ト
、
前
年
か

い
て
も
県
へ
補
助
金
申
請
書
を
ら
の
繰
越
工
事
額
一
億
六
九
六

提
出
、
十
一
月
上
旬
に
は
事
業
万
円
に
つ
い
て
は
九
○
・
ハ
ー
セ

を
実
施
し
た
い
考
え
で
す
。
ン
ト
の
進
捗
率
で
す
。

田
園
都
市
建
設
事
業
で
す
が
給
水
件
数
に
つ
い
て
は
、
現

八
月
十
七
日
赤
浜
部
落
六
十
人
在
一
、
四
七
四
件
で
、
本
年
度

が
参
加
し
て
先
進
地
視
察
を
実
目
標
給
水
件
数
二
、
三
○
○
件

施
し
、
八
月
二
十
六
日
モ
デ
ル
を
早
期
達
成
す
る
た
め
、
毎
月

集
落
の
受
入
れ
を
全
員
一
致
で
指
定
工
事
人
と
打
合
せ
を
行
な

水
道
給
水
工
事
を
急
ぐ

し
、
本
年
十
二
月
に
は
第
一
期

工
事
着
工
の
予
定
で
す
。

第
三
回
定
例
市
議
会
に
提
出

さ
れ
た
陳
情
、
請
願
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
採
択
ｖ

○
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願

（
安
良
川
）

○
農
業
用
水
路
舗
修
及
び
農
道

新
設
に
関
す
る
請
願
（
上
手
綱
）

○
松
岡
小
学
校
屋
内
運
動
場
内

陳
情
請
願
報
告

部
施
設
備
品
充
実
に
関
す
る

請
願

八
不
採
択
ｖ

○
都
市
計
画
新
設
路
線
反
対
に

関
す
る
陳
情
（
下
手
綱
）

八
継
続
審
議
ｖ

○
通
路
敷
確
保
に
関
す
る
請
願

（
春
日
町
）

○
小
神
場
堰
と
用
水
路
の
改
修

に
つ
い
て
の
陳
情

○
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願

（
横
川
）

い
努
力
し
て
い
ま
す
。

工
業
用
水
道
建
設
…
前
年
度

か
ら
の
繰
越
工
事
額
九
、
六
七

七
万
円
の
内
九
五
・
ハ
ー
セ
ン
ト

が
進
捗
し
、
十
月
に
は
松
久
保

工
業
団
地
ま
で
の
試
験
通
水
が

可
能
で
す
。

消
防
…
水
道
消
火
栓
一
九
基

は
九
月
上
旬
完
成
し
、
残
り
三

七
基
と
今
般
補
正
予
定
の
二
七

基
に
つ
い
て
は
、
島
名
、
下
手

綱
、
上
手
綱
地
区
に
設
置
を
計

画
し
、
水
道
配
管
工
事
に
あ
わ

せ
実
施
す
る
予
定
で
す
。

普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
（
本
部
）
に
つ
い
て
は
、
目
下

製
作
ぎ
装
中
で
あ
り
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
（
若
栗
、

中
戸
川
分
団
）
は
、
車
検
が
済

め
ば
入
荷
の
予
定
で
す
。

茨
城
国
体
…
あ
と
「
四
○
○

日
」
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
市
民
運
動
を
推
進
し
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
も
引
き
続
き
展

開
し
て
ゆ
く
考
え
で
す
。
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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「
渭
掃
の
日
」
の
第
三
日
曜

日
の
朝
、
市
民
の
象
な
さ
ん
と

駅
前
の
清
掃
を
す
る
た
め
出
か

け
よ
う
と
し
た
と
き
、
家
内
に

「
ま
ず
家
の
庭
を
掃
い
て
か
ら

に
し
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
わ

れ
た
。
「
そ
れ
は
お
ま
え
の
つ

と
め
だ
よ
」
と
す
ま
し
て
答
え

た
が
、
考
え
て
み
る
と
こ
の
辺

に
た
い
せ
つ
な
問
題
が
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

日
ご
ろ
は
自
分
の
ま
わ
り
ば

最
近
の
め
ざ
ま
し
い
産
業
技

術
の
発
達
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革

命
に
よ
る
新
し
い
形
態
の
火
を

使
う
設
備
、
器
具
が
大
き
く
な

り
市
民
の
生
活
様
式
が
大
き
く

変
化
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い

形
態
の
火
災
が
発
生
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
情

勢
の
変
化
と
消
防
関
係
法
令
の

改
正
に
伴
な
い
、
規
制
内
容
の

改
善
合
理
化
を
図
る
た
め
、
市

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
政
正

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
は
、
第
二
回
（
六

月
）
定
例
市
議
会
で
議
決
さ
れ

’ ｜
’ 火

器
の
設
置
基
準
な
ど

影
喰
樋
刷
ド
ト
レ
Ⅱ

産
圃
市
火
災
予
防
条
例

1
1

か
り
を
き
れ
い
に
し
て
、
道
路

や
河
川
の
よ
ご
れ
を
気
に
し
な

い
人
た
ち
の
多
い
こ
と
を
嘆
く

あ
ま
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
内
清
掃
の
日
を
き
め
て
街
頭

の
清
掃
を
し
て
い
る
わ
け
で
す

が
肝
心
の
身
の
ま
わ
り
を
人
ま

か
せ
で
は
、
あ
ま
り
自
慢
に
な

ら
な
い
よ
う
で
す
。
や
は
り
、

人
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
も
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
も
、
ま
た
み
ん

た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
火

災
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
て
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

一
、
火
を
使
用
す
る
設
備
に
つ

い
て

①
正
常
燃
焼
に
必
要
な
空
気

の
取
り
入
れ
が
で
き
、
避
難

の
支
障
と
な
ら
な
い
位
置
に

設
け
る
。

②
燃
料
タ
ン
ク
は
、
容
量
区

分
に
応
じ
た
板
厚
で
自
動
容

量
覚
知
。
通
気
管
を
設
け
る

③
ボ
イ
ラ
ー
は
、
蒸
気
圧
力

が
異
常
涯
上
昇
し
た
場
合
、

熱
源
を
し
や
断
で
き
る
も
の

④
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
な
ど
接

■
削
り
Ｇ

〃
渡
成
巌
覧
、

’

｜

’

な
と
い
っ
し
ょ
で
も
ひ
と
り
で

も
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
の
だ

と
い
う
生
活
の
習
慣
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

日
本
人
の
生
活
習
慣
を
「
お

承
こ
し
」
か
つ
ぎ
に
た
と
え
た

外
国
人
が
い
ま
す
。
大
ぜ
い
で

す
と
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
力
を
結

集
し
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
行
動
に
な
る
と
平
気
で
反
社

会
的
に
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。わ
た
く
し
ど
も
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
つ
こ
と
か
、
明
る
く
住

永
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

続
方
法
を
定
め
、
火
粉
の
飛

散
防
止
を
義
務
づ
け
た
。

⑤
ガ
ス
湯
沸
設
備
を
簡
易
と

給
湯
に
分
け
、
ガ
ス
、
電
気

液
体
燃
料
な
ど
熱
源
別
に
規

制
し
、
熱
量
の
大
き
い
も
の

は
室
内
の
内
装
を
制
限
し
た

二
、
発
霞
・
変
電
設
備
は
固
定

す
る
こ
と

三
、
火
を
使
用
す
る
器
員
の
取

扱
い

①
使
用
す
る
熱
源
ご
と
に
、

場
所
、
使
用
方
法
を
定
め
た

②
液
体
燃
料
を
用
い
る
移
動

式
ス
ト
ー
ブ
は
、
地
震
な
ど

の
場
合
自
動
的
に
消
火
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と

四
、
火
の
使
用
に
関
す
る
制
限

①
劇
場
な
ど
に
危
険
物
品
の

持
ち
込
承
を
禁
止
し
た
。

②
溶
接
作
業
の
場
合
、
火
気

の
制
限
、
喫
煙
場
所
の
設
置

な
ど
を
義
務
づ
け
た
。

③
枯
草
な
ど
を
放
置
し
た
空
地

の
所
有
者
に
は
、
除
去
と
防

火
措
置
を
義
務
づ
け
た
〕

五
、
指
定
数
量
末
満
の
危
険
物

の
貯
蔵
取
り
扱
い

①
少
量
危
険
物
の
屋
内
貯
蔵

取
り
扱
い
に
規
制
を
加
え
た

②
少
量
危
険
物
の
貯
蔵
取
り

扱
い
空
地
は
、
区
分
実
態
に

合
せ
た
規
制
と
な
る
。

③
移
動
タ
ー
ン
ク
の
基
準
を
新

設
し
た
。

六
、
避
難
の
管
理

①
百
貨
店
な
ど
避
難
路
の
幅

は
、
床
面
な
ど
に
応
じ
有
効

な
幅
が
必
要
と
な
っ
た
。

②
防
火
戸
に
関
す
る
規
定
を

設
け
、
い
つ
で
も
閉
鎖
で
き

閉
鎖
の
障
害
と
な
る
物
件
の

放
置
を
禁
じ
た
・

七
、
届
出
の
義
務

①
多
量
の
ガ
ス
な
ど
を
発
生
す

る
炉
、
か
ま
ど
な
ど
に
つ
い

て
は
、
消
防
本
部
に
届
出
が

必
要
と
な
っ
た
。

八
、
罰
則

①
罰
金
の
額
が
約
四
倍
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
。

九
、
こ
の
条
例
は
、
罰
金
を
除

き
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
。

⑬
移
動
式
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い

て
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
昭
和
五
十
二
年

十
月
一
日
ま
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本

部
（
電
話
②
二
二
五
八
番
）
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

行政相談週間
わたくしたちは、毎日の生活の中で、役所に対してこうして欲しいとか、このよ

うなやり方は納得できないなどの意見や不湖をもったりすることがあります。

あなたのみ､じかにいる行政相談委員や行政脆察局では、わたくしたちが行政に､つ

いて持つ意見や不満をしんせつ、無料･で相談に応じ、納得いく措置がとれるよう努

力しています。高萩市の行政相談委員は、神代虎五郎さん（上手綱）です。

1 0月14日～20日

-703-



市報 た か は （4）
一
さ(10月号）

お
宅
に
も

ぜ
ひ
郵
便
受
箱
を

高
萩
郵
便
局
で
は
、
お
客
さ

ま
の
た
い
せ
つ
な
郵
便
物
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
配
達
で
き
、
ま
た

配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
、
雨
に

ぬ
れ
た
り
風
で
飛
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
郵
政
省
標

準
規
格
の
受
箱
を
お
備
え
い
た

だ
く
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま

す
。
「
あ
っ
せ
ん
価
格
は
七
百

円
で
す
」

お
求
め
に
な
る
か
た
は
、
高

萩
郵
便
局
郵
便
課
へ
ど
う
ぞ

電
話
②
二
一
○
○
番？

高
萩
局
に
市
内
局
番

〃
３
局
″
が
誕
生

新
し
い
交
換
機
の
増
設
工
事

が
完
了
し
、
九
月
二
十
八
日
か

ら
市
内
局
番
〃
３
局
″
約
七
百

の
加
入
電
話
が
開
通
し
ま
し
た

こ
れ
で
高
萩
局
に
、
市
内
局
番

〃
２
局
″
と
〃
３
局
″
が
誕
生

し
た
わ
け
で
す
。

な
お
十
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
に
開
通
す
る
電
話
は
、
す
べ

て
３
局
と
な
り
ま
す
。
通
話
さ

ポストコーナーダｲﾔﾙコーナー

霧
函

ｒ

ｌ

」

住

み

よ

い

社

会

を

つ
く
る
郵
便
貯
金

郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
十
四

兆
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
貯
金
は
、
住
宅
・
病
院

学
校
の
建
設
、
公
害
防
止
、
道

路
、
鉄
道
な
ど
公
共
事
業
に
融

資
さ
れ
、
町
づ
く
り
村
づ
く
り

に
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す

こ
の
た
び
郵
政
省
で
は
、
郵

便
貯
金
奨
励
運
動
を
十
月
末
日

ま
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
窓
口
へ

ボ
ー
ル
ペ
ン
立

関
東
郵
政
局
で
は
、
高
萩
郵

便
局
を
通
し
て
、
市
役
所
窓
口

に
ボ
ー
ル
・
ヘ
ン
立
十
個
を
贈
り

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。下

れ
る
と
き
は
、
市
内
局
番
２
局

（
既
設
電
話
）
ま
た
は
３
局
を

忘
ず
に
続
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
・

電
話
機
の
移
転

連
絡
は
お
早
め
に

家
の
増
改
築
な
ど
で
、
電
話

を
使
い
や
す
い
場
所
に
移
す
と

き
、
ど
う
し
て
も
今
日
中
に
と

注
文
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
応
じ

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

電
報
電
託
局
で
は
、
電
話
機
の

移
転
工
事
を
予
約
制
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
と
き

に
は
お
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
ご
希
望
の
日
に
工
事
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

（
高
萩
電
報
電
話
局
）

-704



(10月号）ぎ市報 た か は（5）

「
１
１
‐
～
ｌ
～
Ｉ
く
～
１
１
～
～
１
１
く
～
～
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
～
１
１
１
１
１
１
１
，
１
‐
！
『

一
き
ょ
う
は
楽
し
か
っ
た
ね

一一

一
老
人
福
祉
大
会
一

〉

一
老
人
福
祉
大
会
は
九
月
九
日
高
萩
中
体
育
館
に
、
五
百
人
の

一
お
年
よ
り
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し

一
た
。
中
川
学
園
長
の
「
老
人
の
健
康
と
食
生
活
」
の
講
演
の
あ

一
と
素
人
演
芸
に
入
り
、
手
拍
手
や
笑
い
声
が
時
の
た
つ
の
を
忘

と
素
人
演
芸
に
入
り
、

手今寺ユ一一聖壱一呑堅

i国体のあゆみ

ｌ７ｄＩＰｂＴ

Ｐ
Ｐ
１
ｑ
７
ｊ
ｂ
Ｐ
１
ｄ
勺
Ｉ
Ｐ
Ｆ
１
４
ｑ
ｌ
炉
Ｆ
ｂ
１
９
ｕ

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
わ
が

国
を
復
興
さ
せ
、
心
の
基
軸
と

な
っ
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た

戦
後
、
生
活
が
苦
し
く
人
々

の
士
気
も
す
っ
か
り
沈
み
き
っ

て
い
た
と
き
、
ま
ず
ス
ポ
ー
ツ

を
盛
ん
に
し
、
明
る
さ
を
と
り

も
ど
し
気
力
を
高
め
よ
う
と
、

当
時
の
中
堅
的
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

の
呼
び
か
け
で
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
二
十
一
年
、
日
本
体

I
れ
て
続
き
ま
し
た
。澱＃

誌群:き
ぜ 山潅‘

蕊錘謡鞍薙嘩蕊
錐

Ⅱ
皿
鎧

押

巌

弾

釦

Ⅱ
零

聯

隙

糸

Ｊ

韓

呼

戦

誇

眼

●

噌

罰

午
Ⅱ
‐
壁
搦
Ⅱ
群
蓉
鞭
荘
臨
式
㎡
ｒ
‐
・

碇

中
罰
。
了
佇
●

●
●
津哉

‐３

剣

・

二

三

三

三

三

二

三

三

三

三

二

三

三

害

亘

三

三

三

二

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三
一
三

三

あ
わ
せ
て
地
方
文
化
の
発
展
に
中
の
天
皇
陛
下
を
お
迎
え
し
、
Ⅲ

’
一匹

一
第
一
回
国
体
は
蝋
灘
輔
悪
癖
瀦
箙
湿
溌
柵
雛
囎
愉
う

手
昭
和
二
十
一
年
国
体
の
第
一
回
か
ら
の
あ
し
参
加
選
手
、
役
員
を
は
じ
め
ス
ー
よ

｜
京
阪
神
地
区
で
蕊
遣
り
か
え
っ
て
ゑ
ま
し
鮮
蝋
爵
罷
託
登
州
旬

日
子基
軸
と
災
を
免
れ
た
京
都
市
を
中
心
と
心
畔
和
迄
耐
、
一
唾
曄
都
姉
津
坤
畔
評
《
》
誕
州
禧
密
》
畦
》
誕
艸
銅

。
第
一
回
大
会
（
京
阪
神
）

の
わ
が
育
協
会
の
企
画
に
よ
っ
て
、
戦

で
し
た
し
て
、
第
一
回
国
民
体
育
大
会
奈
良
の
五
府
県
で
、
食
糧
を
片
ま
し
た
。

み
き
っ
国
体
は
、
毎
年
地
方
の
持
ち
人
の
選
手
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
し
ぴ
誰
罫
咋
恥
鰄
峠
唾
唾
幟
珪
帥
壼

く
人
々
（
国
体
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
手
に
さ
げ
た
五
千
三
百
七
十
七

》
劃
”
咽
吻
葎
畔
陸
榊
岬
蕪
率
玲
唖
誕
率
塞
垂
曇
轟
諦
呼
》
科
州
吋
卦
畔
叩
癖
斗
挫
畔
窪
畳
惟
識
壁
秒
毒

ぅ
と
、
ポ
ー
ッ
の
祭
典
と
し
て
、
広
く
し
た
。

調
龍
法
僻
訓
卜
群
捷
悲
詐
岬
燕
‐
識

シ
マ
ン
国
民
の
間
に
普
及
し
ス
ポ
ー
ツ
◎
第
二
回
大
会
（
石
川
県
）

れ
ま
し
精
神
を
高
め
て
国
民
の
健
康
増
こ
の
大
会
の
開
会
式
に
は
、
が
発
行
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
か
‐
◆

日
本
体
進
と
体
力
の
向
上
を
は
か
り
、
お
り
か
ら
北
陸
地
方
を
ご
巡
幸
ら
で
す
。

灘

リ

韓野

鴬蕊鐵 篭:灘:謎議

l l l I I I l I I l I ' ' 1 l I l l Ⅱ ' l I I I l l I l I l l l I l l l l l l l I ｢ l l l l l I l ｢ l l l 1 Ⅱ l l l l I I I ' ' '1 1 ' ' 1 1世

家
事
労
働
の
電
化
な
ど
で
、

時
間
に
ゆ
と
り
の
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
主
婦
の
か
た
が
た
が

レ
ジ
ャ
ー
資
金
や
マ
イ
ホ
ー
ム

資
金
な
ど
を
得
る
た
め
と
か
、

社
会
の
ふ
れ
あ
い
を
持
つ
な
ど

の
目
的
で
、
。
ハ
ー
ト
タ
ィ
ム
で

働
く
か
た
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
主
婦
が
パ
ー
ト
で

働
い
た
と
き
の
収
入
と
所
得
税

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

』
全
員
ノ
Ｏ

◇
所
得
税
の
配
偶
者
控
除
が
受

け
ら
れ
る
場
合

主
婦
の
．
〈
ｌ
ト
収
入
が
、
年

間
三
十
四
万
二
千
円
よ
り
少
な

い
と
き
は
、
夫
の
所
得
か
ら
配

Ｈ
軍
刊
咄
閃
禺
、
軋
遇
や
Ｌ
、
咄
、
、
、
、
、
軋
噌
魁
、
、
、
、
、
Ｌ
、

・電気器具をふやしたとき、契約アンペア

を変えようとする前に、ちょっと使い方

を工夫してみてくだ．さい。

･使用時間が重ならないようにすると今ま

での契約で使えて経済的です。

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

、
禺
廷
間
、
Ｌ
、

金一一屍
′ ､、

◆スイヅチは

手まめに点滅しましょう

・ちょっとへやを出るときも手まめにス

イッチを切る習|質をつけることがたい

せつです。

．少しのことでもムダをはぶいていけば

家計にもプラスします。

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

◇
・
〈
－
ト
収
入
に
所
得
税
が
か

か
る
場
合

収
入
が
年
間
四
十
一
万
二
千

円
以
上
の
と
き
は
、
配
偶
者
控

除
は
受
け
ら
れ
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
・
ハ
ー
ト
収
入
に
対
し
て

所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

◇
。
〈
１
卜
収
入
が
こ
の
中
間
の

場
合
収
入
が
年
間
三
十
四
万
二
千

円
以
上
で
、
四
十
一
万
二
千
円

よ
り
少
な
い
と
き
は
、
配
偶
者

控
除
は
受
け
に
れ
ま
せ
ん
が
、

パ
ー
ト
収
入
に
は
所
得
税
は
か

か
り
ま
せ
ん
。（
日
立
税
務
署
）

閃
、
、
咄
Ｎ
Ｌ
Ｌ
樹
、
、
Ｌ
§
Ｌ
、
、
、
、
、
、
兇
、
、
当
為
、
閏
、
、
禺
烏
、
閏
、
、
迩
魁
、
、
迅
沁
判
、
、
咄
烏
、
、
咄
門
地
為
、
、
部

、

東京電力サービスステーシヨンTEL@2○○7
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市報 た か （6）は ぎ(10月号）

健
康
と
は
．
…
．
、

健
康
と
は
ど
う
い
う
状
態
を

い
う
の
で
し
ょ
う
か
Ｉ
。
基
本

的
に
は
正
常
な
体
温
、
脈
、
血

圧
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で
し
よ

』
勾
〆
。【
体
温
】
三
七
度
Ｃ
が
人
体

細
胞
が
活
発
に
活
動
す
る
の
に

一
番
よ
い
温
度
。
し
か
し
実
際

る
か
は
、
そ
の
人
の
目
を
見
れ

ば
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

心
の
動
き
は
そ
の
ま
ま
目
に
あ

一
」

ら
わ
れ
ま
す
。
明
眸
皓
歯
（
め
列〉

い
ぼ
う
こ
う
し
）
と
い
え
ば
古
せ
う

風
な
い
い
か
た
で
す
が
、
美
し
い
よ

く
澄
ん
だ
目
は
、
き
れ
い
な
歯

た
し
を
ま

と
と
も
に
む
か
し
か
ら
美
人

目
し

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
十
月
十
日

を

は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
目
の
健

養

康
を
保
つ
に
は
、
ま
ず
、
顔
や

手
を
常
に
き
れ
い
に
し
て
お
く

休

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
手
ぬ
こ’

ぐ
い
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
は
清
潔

日
Ｈ

な
も
の
を
用
い
け
っ
し
て
共
同

で
は
使
わ
な
い
こ
と
。
本
を
読口

「
目
は
心
の
窓
」
と
い
わ
れ
む
と
き
は
正
し
い
姿
勢
で
、
採

て
い
ま
す
。
心
が
健
康
で
清
ら
光
や
照
明
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を

か
か
、
不
健
康
で
よ
ど
ん
で
い
つ
け
、
書
物
は
少
な
く
と
も
三

の
健
康

な

毒
んみ 1010

日月

目
の
愛
護
デ
ー

に
は
年
代
に
よ
っ
て
違
う
し
、

同
じ
人
で
も
早
朝
と
夕
方
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
計
る
と
こ

ろ
は
肛
門
内
か
口
中
で
す
と
ほ

ぼ
体
内
の
正
確
な
温
度
が
は
か

れ
、
わ
き
の
下
で
は
そ
れ
よ
り

○
・
二
度
ほ
ど
低
く
測
定
さ
れ

ま
す
。
（
早
朝
ｌ
午
後
四
’
六
時
の
健

康
人
の
体
温
）

乳
児
三
六
・
五
’
三
七
・
五

幼
児
三
六
。
五
’
三
七
・
三
、

少
青
年
三
六
。
三
’
三
七
・
○

壮
年
三
六
・
三
’
三
六
・
八
、

老
人
三
六
・
○
三
六
・
五
、

以
上
が
だ
い
た
い
標
準
で
、

○
・
二
’
○
・
四
の
個
人
差
か

‐
Ｊ

あ
り
ま
す
。

脈
も
呼
吸
も
女
性
が
多
い

【
脈
〕
心
臓
か
ら
押
し
出

さ
れ
た
血
液
が
動
脈
の
中
を
流

れ
る
と
ぎ
、
一
定
の
間
隔
を
お

い
て
規
則
的
に
脈
を
う
ち
ま
す

こ
の
間
隔
は
幼
少
ほ
ど
早
く
、

成
人
に
な
る
ほ
ど
少
な
く
な
り

ま
す
が
。
さ
ら
に
女
子
は
男
子

よ
り
一
割
ほ
ど
多
く
、
ま
た
個

人
差
も
あ
り
ま
す
。

（
一
分
間
の
標
準
数
）

生
後
一
’
二
週
一
二
○
’
一

四
○
、
生
後
一
年
ま
で
三
一
○

二
’
三
年
二
○
、
五
年
一
○

○
、
十
年
八
○
’
九
○
、
成
人

六
○
’
八
○

【
呼
吸
】
女
子
は
男
子
よ
り

十
セ
ン
チ
以
上
離
し
て
み
る
な

ど
。
そ
れ
に
テ
レ
ビ
の
見
す
ぎ

も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
目
が
疲

れ
た
と
思
っ
た
ら
、
休
め
た
り

遠
く
を
見
て
気
分
の
転
換
を
は

か
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

口
や
や
多
い
で
す
が
標
準
は
、

新
生
児
六
○
’
七
○
、
一
才

四
○
、
五
才
二
五
、
子
ど
も
二

○
、
成
人
一
八

卯
プ
ラ
ス
年
令
に
は
限
界
。
：

【
血
圧
】
最
大
血
圧
（
心
臓

が
血
液
を
送
り
出
す
と
き
の
圧

力
）
の
正
常
限
界
は
一
五
○
で

だ
い
た
い
一
四
○
以
下
が
正
常

最
小
血
圧
（
心
臓
が
拡
張
し
た

と
き
の
圧
で
、
血
管
の
し
ま
り

方
の
強
さ
を
現
わ
す
）
は
九
○

以
下
で
、
一
般
に
は
八
○
前
後

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
最
小
血
圧
が
九
○
以
上
、

ま
た
最
大
血
圧
が
が
一
五
○
以

上
は
高
血
圧
で
す
。

高
萩
ま
つ
り

写
真
入
選
者

さ
き
に
行
な
わ
れ
た
高
萩
ま

つ
り
撮
彰
会
の
入
選
者
は
、
次

の
か
た
が
た
で
す
。

第
一
部
Ⅱ
高
萩
ま
つ
り

▽
大
部
鼎
Ⅱ
秋
山
▽
反
田
健
二

Ⅱ
日
興
建
設
▽
渡
辺
清
Ⅱ
本
町

▽
熊
代
ミ
ヨ
シ
Ⅱ
高
萩
▽
藤
田

知
長
Ⅱ
秋
山
▽
坂
本
輝
男
Ⅱ
大

和
町
▽
松
尾
等
Ⅱ
島
名
（
七
人
）

第
二
部
Ⅱ
花
貫
ダ
ム
と
溪
谷

▽
稲
村
西
知
Ⅱ
駒
木
原
▽
塩
沢

勝
信
Ⅱ
安
良
川
▽
神
永
豐
四
郎

安
良
川
（
三
人
）

電
話
番
号

変
更
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会

中
央
公
民
館

三
局
一
一
一
一
六
番

地震の心得1Oカ条
①すばやく火の始末

②あわてて戸外に飛び出さず、まず丈夫な家具な

どに身を寄せる

③1分過ぎたらまず安心

④火が出たらまず消火

⑤避難は徒歩で、持物は最小限に

⑥狭い路地、へいぎわ、がけや川くりに近よるな

⑦山津波、がけ崩れに注意

⑧海岸では津波、低地では浸'kに注意

⑨余震を恐れずデマに迷うな

⑩秩序を守り、衛生に注意

－706－



ぎ市 報 た は (1○月号）か（7）

第
一
回
の
高
萩
市
長
杯
軌
式

野
球
大
会
は
、
九
月
十
五
、
十

六
、
二
十
三
日
の
三
日
間
、
高

萩
市
営
野
球
場
、
高
浜
・
秋
山

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
三
会
場
で
、

三
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た

開
会
式
は
十
五
日
、
高
萩
市

営
野
球
場
に
全
チ
ー
ム
の
選
手

が
『
言
一
ホ
ー
ム
姿
で
参
加
し
、

来
年
開
催
さ
れ
る
国
体
そ
の
ま

ま
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
入
場
、
開
会
宣
一
言
、
国

残ボ篭ツ
鼓髭魂:黙
:織獅鐸#:
:趣僻: 僻:海僻: ,: : : :

蕊識簿

可

』

通

旗
市
旗
、
国
体
旗
の
掲
揚
、
大

会
長
鈴
木
市
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
ク
マ
ー
ズ
チ
ー
ム
の
大

和
田
選
手
が
選
手
宣
誓
を
行
な

い
、
こ
の
大
会
の
ム
ー
ド
を
盛

り
あ
げ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
各
会

場
と
も
好
試
合
が
展
開
さ
れ
た

結
果
、
決
勝
戦
で
電
々
高
萩
チ

ー
，
《
が
市
役
所
ロ
ー
ト
ル
ズ
チ

ー
ム
を
破
り
優
勝
、
三
位
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
楯

が
贈
ら
れ
、
盛
大
な
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

第
一
回
市
長
杯
野
球
大
会

熱
戦
の
末
電
々
高
萩
が
優
勝

輪
穀

試
合
の
結
果
と
個
人
賞
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
準
友
決
勝

東
ク
ラ
？
フ
３
１
２
プ
ル
ド
ッ

ク
ス

電
全
局
萩
３
１
１
ク
マ
ー
ズ

Ｎ
Ｋ
・
Ｏ
Ｂ
喝
１
０
商
工
会

市
役
所
ロ

ー
ト
ル
》
ス
ー

０

郵

便

局

さ
る
九
月
二
日
、
高
萩
中
体

育
館
で
第
六
回
市
民
↓
、
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

“

東
チ第

六
回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

1

ム

れ
、
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
技

』
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

試
合
は
、
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

会
け
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
優

味
勝
は
東
チ
ー
ム
が
初
優
勝
し
、

訓
準
優
勝
日
加
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム

妹
三
位
高
萩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
Ａ
）
チ
ー

バ
ム
で
し
た
。

乱
▼
東
チ
ー
ム
．
：
勝
っ
て
う
れ
し

マ
い
。
練
習
の
成
果
で
す
。

一
▼
日
加
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
ー
・
‐
こ

下
ん
な
は
ず
で
は
・
・
来
年
は
必
ず

会
奪
い
返
し
て
ゑ
せ
ま
す
か
ら
心

蹴
▼
高
萩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
Ａ
）
チ
ー
ム

野
く
や
し
い
。
で
も
三
位
入
賞
で

唾
ま
あ
ま
あ
、
今
度
こ
そ
は
／
，

加
▼
全
チ
ー
ム
…
楽
し
い
、
そ
れ

参
に
し
て
も
疲
れ
た
わ
－
。

上

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

好
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

３二
①
東
ク
ラ
ブ
②
有
明
町
③
松
岡

詮
ク
ラ
ブ
④
秋
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

写
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

が
▼
準
決
勝

電
々
高
萩
４
１
３
東
ク
ラ
ブ

市
役
所
ロ

ー
ト
ル
ズ
５
１
４
Ｎ
Ｋ
・
Ｏ
Ｂ

▼
決
勝

電
々
高
萩
唖
１
３
市
役
所
ロ

ー
ト
ル
ズ

最
優
秀
選
手
賞

北
村
三
九
児
（
電
女
高
萩
）

敢
斗
賞
皆
川
泰
男
（
ロ
ー
ト
ル
ズ
）

殊
勲
賞
佐
を
尾
実
（
Ｎ
Ｋ
・
Ｏ
Ｂ
）

大
倉
孝
平
（
東
ク
ラ
ブ
）

初
優
勝

Ｅ
’
三
一
一

二

三

二

一

三

一

一

三

三

一

三

三

一

一

三

三

一

三

一

三

三

三

一二一

一
三

三

三
一

一

三

三

一

三

一

三

一

三

三

三

三

一

一

一

三

一

三

一

一

三

一

三

三

三

振

一
一

一

三

三

一

三

一

三

三

三

一二一

一
三
二
一

三
一

一

三
一

一
二
二
一
三
一
三

一
一
三
三
一
一

一
一
一
一
一
一
二
一
三
一
一
一
一
一
三
三
一
Ｆ

‐
市
職
員
募
集

川
市
の
職
員
を
次
に
よ
り
募
、
月
ｎ
日
１
，
月
弱
日
仙

叩
集
し
ま
す
。
◎
試
験
日
時
及
び
場
所
仙

叩
◎
職
種
受
験
資
格
及
び
採
昭
和
妃
年
ｎ
月
４
日
午
前
Ｉｉ

川
用
予
定
人
員
９
時
Ｉ
正
午

市
中
央
公
民
館

川
・
技
術
職
１
男
子
（
高
校
・

川
大
学
卒
業
者
。
ま
た
は
来
◎
試
験
地
方
公
務
員
と
し
川

て
の
必
要
な
一
般
教
養
、
Ⅲ

川
年
３
月
卒
業
見
込
の
者
で

筆
記
、
口
述
試
験
、
（
教
諭
Ⅷ

川
土
木
・
建
築
・
化
学
の
専
門

の
場
合
ピ
ア
ノ
実
技
を
加
州

Ⅲ
教
科
を
修
め
た
者
）

川
．
事
務
職
Ⅱ
男
・
女
（
来
年
３
え
ま
す
）

Ⅲ
月
高
校
・
大
学
卒
業
見
込
◎
受
験
の
手
続
き

Ⅲ
ゑ
の
者
で
身
心
強
健
の
者
・
受
験
申
し
込
み
は
、
市
長
川

室
秘
書
人
事
担
当
へ
、
履
叩

川
・
消
防
職
Ⅱ
男
子
（
来
年
３

歴
書
一
通
（
市
販
の
用
紙
川

Ⅲ
月
高
校
・
卒
業
見
込
み
の

を
用
い
・
ヘ
ン
書
）
、
卒
業
川

叩
者
で
身
心
強
健
な
者
）

証
明
書
ま
た
は
見
込
書
山

川
・
教
諭
Ⅱ
女
子
（
来
年
３
月

（
最
終
学
歴
の
も
の
）
成
川

川
短
大
卒
業
見
込
者
で
、
幼

績
証
明

川
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
※
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
川

川
る
者
）

は
市
長
室
秘
書
人
事
担
当
川

い
ず
れ
も
若
千
名

へ
ど
う
ぞ
（
電
話
②
’
二
川

仙
◎
受
付
期
間
二
五
○
内
線
二
三
四
番
）
川

。

．

？

三

一

三

一

一一

二

一

三

一

三

一

一

三

一

二

一

二
一
一
一
一

一

一
三
一

三

一

三

一

二

一

三

三

一

二
一

一一

一
一
一

一

三

一

一

三

二
一
一

一一

一

一
一
一
一

一

三

一一

一

一一一

一
一
一

一
一
一

一
一
三
一

詞

①
高
萩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
Ａ
）
②
第
一

幼
稚
園
③
高
浜
Ｂ

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

①
日
加
マ
マ
さ
ん
②
高
浜
Ａ
③

高
萩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
Ｂ
）

決
勝
リ
ー
グ

東
ク
ラ
・
フ
２
（
皿
い
跡
）
Ｏ

高
萩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
Ａ
）

、
１
▲
庁
ｊ
／

東
ク
ラ
ブ
２
（
池
川
皿
）
０

日
加
一
㎡
マ
さ
ん

さ日

ん加

マ
２
（
皿
！
”
）
Ｏ

高
萩
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ

A
耳

市役所の電話番号変更

M月唱3局21 1 1番に
市役所の電話番号が11月1日午前0時からい

ままでの局2250番から3局の2111番（代表）に

変ります。その以後に市役所へ電話する場合

は夕．イヤルにご注意下さい。’

-707-



市報 た か は ぎ (8)(10月号）

＝悩みごとの解決のために＝

人権擁護相談所を開設

承なさんのなかには、日ごろからいろ

いろな問題で悩皐、お困りになっている

かたが多いと思われます。

この相談所は、 このようなかたがたの

療費受給老証に害きかえられます。

さらに、対象者の範囲も身体障害者福祉

法の4級の一部まで、厚生年金保健法の

2級の一部、船員保険法の2級、国家公

務員法災害袖償法、労働者災害補償保険

法施行規則の3級の一部までと拡大され

ました。

今まで該当されな

かったかたで、この

範囲拡大でねたきり

老人などに該当され

ると思われるかたは

早めに係へ健康保険

証、身体障害者手'脹

印雛をお持ちのうえ

悩承ごとをお聞きし

て、少しでも解決の

ための手助けをしよ

うとするものです。

人権侵害、金銭貸借

借地。借家、扶養結

婚・離婚問題、土地

建物問題、その他の

法律問題など、 どよ

市民号の参加取消しは

10月15日から受付け

11月11日、松島へ運行する「高萩市民

号」は、好評のうちに受付けをしめきり

ました。後ほど参加者にはリボンなどを

お送りしますが、都合で取消す場合は印

鑑をご持参のうえ市民相談室へおいでく

ださい。 10月15日から取扱います。

◎10月31日までの取消し者には、全額返

済いたします。

◎11月1日以降は記念品をさし上げ国鉄

料金のみお返しします。

のうなことでも相談に応じます。

この相談はすべて無料で．内容につい

ては秘密にあつかいますからお気唯にご

相談ください。

とき 10月26日午前9時～午後3時

ところ中央公民館

主催茨城県日立人椎擁護委員協議会

担当者人権擁護委員法務局堰員

※高萩市には現在、次のかたがたが人権

擁護委員として法務大臣の委嘱をうけて

問題解決の相談や人権思想の普及高揚に

活躍されています。相談はいつでもけつ

こうですからもよりの相談委員に直接お

話しください。法務局と連絡のうえ問題

解決に努めます。

永山美休＝下手綱590②3735

字佐美忠＝安良川664②2934

大和田知之＝有明町1-20 2011

鈴木広次＝上君田537(若栗)7336

おし､でく

くわし

（電話

<ださ↓

ださい。

ぃことは保険年金課医療福祉係

②2250内線225番）でおたずね

0

インフルエンザ予防接種

ぜひ受けておこう

インフルエンザの流行期が近づいてき

ました。この予防対策として別表日程で

予防接種を行ないます。ぜひ受けておい
し〆ノナ 言､蛇1'､
L 、／－ごV’○

○満3才以上の希望者です。接種は必ず

2回受けてください。

○料金は1回ごとおとな100円、 こども

50円です。

○接種を受けていけない人は、有熱者、

心臓血管系･じん臓･肝臓疾患、糖尿病

かつけ・その他医師が不適当と認めた

疾病、病後衰弱者、栄養障害者、けい

れんアレルギー体質者、妊産婦です。

○次のことに注意してください。

・接種前日は入浴して皮層を清潔にし、

接種を受けた日は入浴をさけること。

・接種後多少発熱することがありますが

そのときは安静にしていてください。

・接種を受ける前に、ひるの体温を必ず

計ってきてください。

お母さんになられかたがたへ

近くお母さんになられるかたがたの健

康と、元気な赤ちゃん誕生のために、高

萩市と高萩保健所で母税教室を開催して

いますから、ぜひお出かけください。

第1金|曜日＝妊娠の生理と分べんの成り

ゆき、家族計画

第2金曜日＝妊娠中の栄養、妊娠中の生

活の心得

第3金曜日＝お産の準備、産後の生活

第4金曜日＝赤ちやんの観察と取り扱い

もく浴見学、赤ちやんの保育

とき午後1時受付け1時30分開講

ところ高萩保健所

Ｊ
’
‐
４
可
ｌ
Ｈ
ｑ
■
ｒ

４
１
１
■

訂
訣
グ
Ｊ
可
、
矛
，

』
函
■
和
、
甲

一
を
智
詞
』
時
智
が

一
可
、
シ
ゴ
可
、
シ
ー

ギ
ｑ
Ｂ
叩
、
Ｂ

ｂ
恥
動
●
勾
坐
》
堅
蝉
銅
仙

な
蕊
轄雛

一
目
群
軽躍ねたきり老人などの

医療費支給範囲が拡大

65才から69才までのねたきり老人など

に対する医療費の支給制度は、本年の4

月から医療福祉費制度として、茨城県内

の市町村で実施してきましたが、 10月か

ら国の老人医療費支給制度に移されるこ

とになりました。このため、現在交付さ

れている医療福祉費受給者証は、老人医
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○一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情･要望･意見など

○行政相談11月1日（木）午後1時か

ら3時まで市民相談室

国や県、市に対する苦情など

○交通事故相談10月11日（木）午前10

時から午後4時まで中央公民館

交通事故専門の相談

○厚生年金相談10月17日（水）午前10

時から午後4時まで市商工会館

厚生年金、国民年金に関する相談

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か

ら3時研修会館家庭内の心配ごと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

○姫婦相談11月5日（月）市役所保健

年金課妊娠中、産後生活の心得など
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若栗公民館

大能公民館

中戸川公民館

|齢輝

10，25

〃

1026'200~230
〃 3．00～3．30

10．302．00～2．30

〃 '240~3'0

Ｏ０〕
Ｕ３１

閏懲鑿 10．23
〃萩高保健所

－708－


